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I.「プログラム・マネージャー（PM）の育成・活躍推進プログラム」について 

  国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）は、ネットワーク型研究所として戦略的な

研究開発の推進や産学が連携した研究開発成果の展開を通して意思を持った研究開発へ

のファンディングを進めるとともに、科学技術イノベーション創出の基盤形成のため、科

学技術分野の人材の育成、確保、活躍に向けた活動を推進しています。 

国内外の人材、知、資金を活用し、新しい価値の創出とその社会実装を迅速に進めるた

めには、企業、大学、公的研究機関の連携によるオープンイノベーションのより一層の推

進とともに、これをマネジメントするプログラム・マネージャーの重要性が高まっていま

す。 

このような状況を踏まえ、JST では、ネットワーク型研究所としての取り組みを生かし、

橋渡し機能強化の要望・期待に応えるため、平成２７年度より、プログラム・マネージャ

ーを育成するための「プログラム・マネージャー（PM）の育成・活躍推進プログラム」（以

下「PM 育成プログラム」という）を創設しました。 

その後、現行の「第５期科学技術基本計画」（平成２８年１月２２日閣議決定）におい

ても、人材力の強化が大きな柱として掲げられ、「科学技術イノベーションを担うのは人

である」、「人が組織やセクターを越えて交流することで多様な知識等が刺激し合い、融合

し、そこから新たな価値が創り出される」ことなどが明記され、人材教育の重要性が全面

的に盛り込まれました。殊に研究開発プロジェクト等の企画と管理を担うプログラム・マ

ネージャー等は、その必要性が言及されるとともに、求められる知識やスキルの明確化な

どが求められています。 

プログラム・マネージャーは我が国におけるイノベーションエコシステムの構築の中

核を担う人材であり、オープンイノベーションのより一層の加速により、その活躍の場も

広がりつつあります。我が国を中心としたイノベーション実現に向けた活動にとどまら

ず SDGs（持続可能な開発目標）の実現による国際社会への貢献などにも繋がっていく可

能性があります。SDGs は我が国の成長戦略の軸の１つである第５期科学技術基本計画に

掲げる「Society5.0」や「第四次産業革命」の実現にも密接に関係するものです。 

JST においても、平成２８年４月の JST の構造改革に向けた理事長イニシアチブ「濵口

プラン」において、ネットワーク型研究所の中核を担う PM 人材のより一層の積極的育成・

活用の必要性が示されており、平成２９年度に発足した未来社会創造事業においてもプ

ログラム・マネージャー方式を導入し、その卓越したリーダーシップの下、チャレンジン

グな目標の達成を目指すこととするなどその活躍の場が広がっています。 

このように、プログラム・マネージャーの重要性は高まり、研究者や多様なステークホ

ルダーとともに分野融合的な新しい取り組みをプロデュースする人材の確保が急務とな

っています。この要請に応えるべく、JST では平成３０年度も PM 育成プログラムにおけ

る研修生の募集を行います。 
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（１）PM育成プログラムの目的と育成を目指す PMの基本的人材像・基本的能力 

①PM育成プログラムの目的 

我が国において不足しているといわれている、オープンイノベーションでの研

究開発等を主導するプログラム・マネージャーを、講義・演習やマネジメントの

実践を通じて育成します。また、研修後の修了生間のネットワーク構築等の取り

組みや情報提供等を通じて、マネジメント人材としての活躍をサポートします。 

②PM育成プログラムにおいて育成を目指す人材像 

・優れた研究成果や技術の異分野融合により、経済・社会へ大きな革新をもたら

すことを目標とする挑戦的な研究開発プログラム等を企画・立案できる人 

・組織の枠を超えて優れた研究者や技術者と協働し、複数のプロジェクトを束ね

て実行・管理ができる人 

③PM育成プログラムで想定する PM人材の３類型 

本プログラムでは、PM人材の属性として、以下の３類型を想定し、それぞれの

強みを生かす形での育成、研修修了後のマネジメント人材としての活躍推進を目

指しています。 

 

ⅰ）研究をバックグラウンドとした PM人材： 

自らの研究成果や研究分野への知識を強みとして活躍する人材 

 

ⅱ） 企業や研究開発法人等での開発・事業化経験等をバックグラウンドとした PM

人材： 

自らの事業化経験等により培われたマネジメントの専門知識やネットワー 

クを強みとして活躍する人材 

 

ⅲ）研究開発の推進支援者としての経験をバックグラウンドとした PM 人材： 

URA や研究開発法人における研究開発の推進支援業務、ファンディング・

エージェンシーにおけるプログラム運用を通じて培われた専門的なマネジ

メントスキル等を強みとして活躍する人材 

 

④PM に求められる基本的能力 

 PM に求められる基本的な能力として、「社会のニーズを把握する力」、「新たな価

値を創造する力」、「プログラムを推進する力」、「プログラムを管理する力」を想定

しています。専門的知識や技術は、この４つの能力が備わってこそ第一線で発揮さ

れると考えています。 

 PM 育成プログラムでは、この４つの能力を極力バランスよく、かつ効率的に習

得できるよう、演習や実践をふんだんに取り入れた研修カリキュラムを準備してい 
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ます。また講師陣は第一線の先生方をお招きしています。 

 

（２）PM育成プログラムの構成 

PM 育成プログラムは、第１ステージと第２ステージで構成されています。２つのステ

ージで研究開発プログラム等の企画・提案からその一部実施までのプロセスを通して、PM

に必要な知識やスキル等を身につけるとともに、大学・研究機関・企業の研究者等との人

的ネットワークを広げるなど、PMに必要な能力を身につけます。PM育成プログラムの構

成イメージを以下に示します。なお、第１ステージのみへの参加も可能です。 
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第１ステージ（１年間） 

平成３０年度の PM 研修生(以下「研修生」という)は２０名程度を予定しています。

講義・演習を通じて、PMに必要な知識・スキルを学び、JST が委嘱したメンター（以下

「メンター」という）の助言を受けつつ、必要に応じて関連する研究等を実施している

大学・研究機関・企業の関係者へのインタビュー等の情報収集活動等を進め、自らが構

想する研究開発プログラム等の提案書（以下「提案書」という）を作成していただきま

す。この間に研修生の人的ネットワークの構築も期待されます。 

第１ステージ修了認定 

以下の条件を満たした研修生は第１ステージの修了が認められ、修了者には修了証

書を発行します。 

・ 講義・演習の科目を習得していること。 

・ メンターの了解を得て提案書の作成が完了し、期日内に提出していること。 

・ 外部有識者による委員会（以下「委員会」という）において、修了者として認

定されること。 

第２ステージ（１～２年間） 

第１ステージで作成した提案書等を委員会が審査し、７名程度が第２ステージの研

修に進むことになります。第２ステージに進んだ研修生は、メンターからの助言を受け

ながら、作成した提案書の一部の実施に着手し、その活動（以下「課題実施活動」とい

う）を通じて PM に必要な能力等を身につけます。 

第２ステージにおける課題実施活動の経費として、一人当たり５百万円程度を上限と

して JST が費用を支出します（*）。 

*経費の金額は、課題実施活動の提案内容や実施計画、事業予算等を勘案して JST

が決定します。 

また、提案書の実施とは別に、JST 内外におけるプログラム等において実際にマネジ

メントを体験する機会の提供も開始しています。 

第２ステージおよび PM研修の修了認定 

（第２ステージの修了認定） 

以下の条件を満たした研修生は、第２ステージの修了が認められます。 

   ・第２ステージの課題実施活動を通じて、プロジェクトマネジメント実践を通じ

たプログラム推進・管理力と実践的な能力等が育成されたこと。 

・自らのプロジェクトの実践以外に PM として必要となる能力・経験等の補完が

なされていること。 

（PM研修の修了認定） 

さらに、以下を加えた総合評価により、PM 研修の修了が認められた修了者に修了証

書を発行します。 

   ・PM としての基礎能力とプログラム企画力が育成されたこと（第 1ステージ） 
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修了後の取り扱い 

希望者は修了者名簿に掲載し、PM関連情報を提供させていただく等、修了者の活躍を

支援させていただきます。 

特に、JST が実施する様々な事業と連携し、PMをはじめとしたプログラムマネジメン

トに携わる職や、マネジメント人材として活躍できるプログラムの募集があった場合に、

情報提供などのサポートをしていきます。 

また、修了生同士の交流・情報交換の場の構築も検討していきます。 

 

（３）PM育成プログラムの特色と主なメリット 

このような考え方で構成された PM 育成プログラムは、各機関における個別研修や、

外部機関の既存の研修コース等では得られない特色とメリットがあります。 

① 将来 PM を目指す意欲の高い多様な分野やセクターに属する研修生同士が、本格

的な討議や演習などを通じ、単に相互を刺激し研鑽するだけでなく、研究開発プ

ログラム等の共同実施等に発展するなど、研修修了後も引き続き研修生（過去の

修了生を含みます）間のネットワークが構築できます。 

② 第一線で活躍するメンターから親身の助言を受けつつ、様々な情報収集やインタ

ビューなどを通じて、研修生自らのマネジメント人材としての方向性の明確化や

研究開発プログラム等の構想力の育成、プログラムを実現するための幅広い人的

ネットワークの構築等が期待できます。 

③ 第１ステージの講義・演習の受講料は無料です。また、参加するための交通費を

支給します。 

④ 第１ステージの提案書を作成するために必要な情報収集活動等に対し、一定額の

経費負担を行います。 

⑤ 第２ステージにおいては、JST の一定額の経費負担（上限額５百万円程度）によ

り、自らのテーマの一部を実践に移すことが可能です。 

⑥ 第２ステージでは、通常の業務では得られない実際のプログラムにおけるマネジ

メントを体験できます。 

⑦ 研修修了後は、活躍を推進するサポート（情報提供など）を受けることができま

す。 

 

（４）研修生に求められるもの 

将来的に PM として活躍するための PM 育成プログラムの受講に際し、研修生に求めら

れるものは以下のとおりです。 

① 将来 PM 等のマネジメント人材として活躍するための強い意思・意欲を持ち、受

身で研修を受講するのではなく、主体的に PM育成プログラムによる多様な機会

を活用すること。 
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※第１ステージにおいては全ての講義、演習を受講し、積極的な姿勢で臨むこと

を求めます。 

② 全ての研修生と調和しつつ積極的にコミュニケーションをとり、研修生間で建

設的な議論を行っていくこと。 

③ 自らの目指す研究開発プログラム等の立案・実践に当たり、メンター等の助言を

積極的かつ真摯に求め、強い意志と柔軟な姿勢で取り組むこと。 

④ 研修の更なる向上に向けた研修期間中のアンケート、修了後の活躍状況把握の

ためのアンケートに協力すること。 

 

（５）研修プログラムについて 

PM として活躍するために必要な実践的なプログラムを提供しています。 

 

第１ステージ（１年間） 

【研修スケジュール】 

研修は、1年間にわたり原則として毎月第２金曜、及び第４金曜の午後に、JST 東

京本部／別館（千代田区）で開催します。実施時間は以下の通りです。 

     １限目  １３：００～１４：３０ 

     ２限目  １４：４５～１６：１５ 

３限目  １６：３０～１８：００ 

 

 ※上記とは別に、毎回１２：００～１３：００と１８：００～１９：００を、研修

生同士が自主的にグループ活動等を実施する時間としてあてていただきます。 

 ※受講料は無料です。研修に参加するための交通費は支給します。 

 

【カリキュラム】 

   第１ステージでは、全てに於いてグループワークを中心とした実践的な講義を 

提供します。カリキュラムの前半は、多様なプログラムに対する構想立案手法や新

たな社会ニーズを発掘するためのアプローチや考え方を、後半では豊富な事例解析

を基にした課題解決手法や実践的な管理手法を中心とした構成となっています。 

研修では知識やスキルの習得だけでなく様々なグループワークを通して多くの気 

付きや多様な考え方を学びます。 

研修カリキュラムの一覧は、９ページの表を参照してください。 

 

【提案書】 

   第１ステージでは、カリキュラムで習得した知識や手法、グループ活動等から得

られた発想や気づきを最大限に活用して、自身が企画立案したテーマに対し、研究
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開発プログラム等の提案書を作成していただきます。 

また、提案書のテーマを策定する上で、必要な情報を得るための活動は自主的に計

画し、有識者へのインタビューや企業訪問、社会活動等を通じて調査・分析を行うこ

とで、社会的インパクトや市場ニーズ等を把握し、実際に得た情報や経験も提案書に

盛り込んでいただきます。 

このような活動の支援に向け、JST は活動費として一定額の経費を負担します。 

 

第２ステージ（１年～２年） 

第 1ステージ研修生で第２ステージの研修を希望される方は、第 1ステージの提

案書に加えて、その提案書のうち、第２ステージで実施する課題実施活動をまとめ

た実施計画書を、第１ステージ後半に提出していただきます。 

提案書と実施計画書による書類選考並びに面接選考を行い、第２ステージに採択

される研修生（以下「実施代表者」という）７名程度を決定し、第１ステージ修了

後に第２ステージに進んでいただきます。 

第２ステージの期間は提案書の内容により異なりますが、最長２年とし、基本的

に実施代表者の所属機関と JST 間で委託契約を締結した上で、実施代表者に５百万

円程度を上限として実施経費を交付します（経費の金額は、課題実施活動の提案内

容や実施計画、事業予算などを勘案して JST が決定します）。 

メンターの助言も受けながら実施代表者が中心となって課題実施活動を展開して

いただきます。 

課題実施活動の内容は指定しませんが、提案書との関係性の明示、明確な達成目

標、実施手法、体制や経費配分の妥当性等が求められます。 

   また、JST 内外におけるプログラム等において、プログラム・マネージャー等の

指導の下、実際にマネジメントを体験する機会の提供も開始しています。 

第２ステージについての詳細は第１ステージ期間中に改めてご案内します。  

 

（６）メンターによる助言について 

メンターは、研修生が研修を受講するに当たり、担当する研修生に対して、以下に

示すような助言を面談あるいはメール等を通じて行います。 

・ 研修生の習得すべき知識・スキル等に関する助言 

・ 研修生の考えた企画を具体的な提案書とするための助言 

・ 第２ステージにおける「課題実施活動」の遂行などに必要な助言 

・ その他、キャリア形成や研修生が研修を受講するために必要な助言 
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第１ステージの研修カリキュラム（予定） 

   

 

通し
番号

講義　・演習名 概要
想定
時間

目的別区分け

① ＰM概論
日本の研究資金提供（ファンディング）システムに関するPMの役割を紹介し、PMに求め
られる能力と今後のPM育成･活躍の方向性について考える。

1.5 PM研修全体に係わる総論

② 事例解析

大手民間企業、ベンチャー、研究機関などで成功や失敗したパターンを構造化し、さまざ
まなケースを事例として取り上げる。またオープンイノベーションを積極的に取り組んで
いる事例も紹介する。事例の中の課題を自らの視点で抽出し、解決できるような実践的
な講義を目指す。ものごとの理解を深め、意思決定能力の向上を目的とする。

18
社会ニーズを把握する力
プログラムを推進する力

③ シナリオプランニング

不確実な将来に対応するシナリオプラニングは、経営戦略の場だけではなく、プロジェク
トマネジメントを実践するうえでも極めて重要な考え方である。本講座では、プロジェクト
を成功させるため、プロジェクトマネージャーはどのようなシナリオを描き、実践していく
べきか、具体的なケースを用いて学ぶ。

4.5 社会ニーズを把握する力

④
ビジネスモデル
イノベーション

先端的なビジネスモデルのイノベーションがエコシステム、製品、産業特性や技術とどの
ように関連しているか、また先端的なビジネスモデルの生成・発展プロセスなどを理解し
革新的ビジネスモデルを策定する能力を身に付ける。

4.5 社会ニーズを把握する力

⑤ イノベーション創出
イノベーションと革新的技術や発明と何が違うのかということを理解したうえで、持続的
にイノベーションを起こすために何をすればよいのか、それに必要な思考方法、方法
論、知識を学ぶ。

1.5 社会ニーズを把握する力

⑥ 思考展開法
イノベーションを引き起こす技術（商品）の事業化を目標に定め、その目標達成に向けた
研究開発計画を立案することを通し、PMとして必要な企画立案能力の獲得を目指す。

12 新たな価値を創造する力

⑦ プログラムデザイン
物事を多面的に捉え、共感を得る仕組みとしてデザイン思考のアプローチを理解し、イ
ノベーション創出のためのプログラムデザイン手法の習得を目指す。

4.5 新たな価値を創造する力

⑧ プログラム評価
プログラムの論理性を可視化するために必要なモニタリング評価手法やプログラム全体
のフレームワーク（価値－仮説－評価）を認識するためのロジックモデルなどを講義す
る。

4.5 新たな価値を創造する力

⑨ ロジカルシンキング
構想を立案する上で重要なアジェンダ設定能力を養うため、主張と根拠の構造化（ピラ
ミッドストラクチャー）を行い、論理構成を図式化することで、論点のコントロール手法を
習得する。

4.5 新たな価値を創造する力

⑩
ファシリテーション

能力
国内外の様々なステークホルダーとの協力関係を構築し、相互理解に基づいて、建設
的な行動を引き出すために必要なファシリテーション手法の習得を目指す。

3 プログラムを推進する力

⑪
ヒューマンリソース

マネジメント
人を巻き込むために必要なリーダーシップ力、説得術、傾聴力、調整交渉術、信頼関係
構築手法を習得し、変革に対応したチームマネジメント目指す。

3 プログラムを推進する力

⑫
モチベーション

向上手法
プログラムマネージャーとしてイノベーションを達成するというモチベーションを向上させ
る手法を、経験者の講話から導き、習得することを目指す。

3 プログラムを推進する力

⑬ 組織マネジメント
研究開発プログラムを1つの組織として効果的に運営するためのチームビルディング手
法やリスクマネジメント手法の習得を目指す。

4.5 プログラムを推進する力

⑭ 知財戦略
研究成果と知財の管理・活用は、プロジェクトの成否を握る重要な要素である。ここで
は、産学連携のプロジェクトにおける知財のマネジメントの重要性と、特に体制設計時
のポイントを理解することを目指す。

3 プログラムを管理する力

⑮ 契約法務
研究契約の種別、各種別における契約事項の知識習得と契約締結時における利害関
係に係わる注意点等を産学連携の交渉モデルケースを用いて説明する。

3 プログラムを管理する力

⑯ 広報戦略
社会に対して効果的に研究成果を展開させるための外部発信（プレス発表、学会発表、
展示会への出展）に必要となる知識と技法の習得を目指す。

1.5 プログラムを管理する力

⑰ 研究倫理
プロジェクトを実施するに際し、研究不正を未然に防ぐ手法を習得すると共に、不正発
生時に的確な対応を行うことで、その影響を最小限に抑制する手法の習得を目指す。

3 プログラムを管理する力
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II.公募・選考について 

（１）公募・選考スケジュール 

公募期間：      平成３０年４月２４日（火）～６月５日（火） 

書類選考：       平成３０年６月 

書類選考結果通知：平成３０年７月上旬 

面接選考期間：   平成３０年７月下旬～８月中旬 

採択者決定通知：  平成３０年８月下旬～９月上旬 

開講式：      平成３０年１０月１２日（金）午後 

 

上記スケジュールは、以下の PM 育成プログラムのホームページ（以下「ホームペ

ージ」という）で最新情報を確認してください。面接選考日は後日ホームページに掲

載します。 

http://pm-jinzai.jst.go.jp/index.html 

 
（２）採択予定人数 

２０名程度を予定しています。 

 

（３）応募者の要件 

原則として、以下の①のいずれか、及び②、③、④の全ての要件を満たしていること。 

① 実務経験 

ａ. 企業等において、新製品や新事業の企画、事業化または研究開発に従事した経験

を有する者 

ｂ. 大学・研究機関等において、リサーチ･アドミニストレーター（URA）もしくは

URA と同等の業務に従事した経験を有する者、または研究開発活動に従事した

経験を有する者 

ｃ. 国内のファンディング機関（FA）等において、研究開発プログラムを担当した

経験を有する者 

② 研修への参加 

研修カリキュラム（９ページ参照）を全て受講し、且つ研究開発プログラム等の

提案書を作成し、指定された日時に提出する意志があること。 

③  所属機関の承諾 

PM 育成プログラムへの応募及び研修の参加に際しては、事前に所属機関の上司 

（本件の承諾権限を有する方）の同意を得ること（応募者提出書類 様式-４）。 

なお、応募時点で組織に所属していない方は、旧所属先などに依頼して推薦状を

提出してください。推薦状の様式は自由ですが、推薦者の氏名、所属機関、役職名、

連絡先等を明記してください。 
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④  その他 

   応募時に、研究活動における不正行為もしくは研究費の不正受給や不正使用に関

わる参加資格の制限などに抵触していないこと。 

 

（４）選考方法 

選考基準に従って、委員会による書類選考及び面接選考を予定しています。 

書類選考に合格した応募者に対して面接選考を実施します。面接日程はホームペ

ージでご案内します。 

なお、最終選考結果は合否にかかわらず書面で通知します。 

 
（５）選考基準 

JST が指定したテーマに従って期日までに提出された小論文の審査に加えて、面接

選考では本事業で重視する以下の人物像の審査も行います。 
① 他者との関係構築、熱意 

    新しいことにチャレンジをしてものごとを成し遂げようとする情熱や意欲を持ち、

率先して人々を動かすリーダーシップ、コミュニケーション能力、他者を巻き込む

力、人と協働して実現する協働力 など 

② 自身の能力、ポテンシャル 

幅広い知識と専門性、課題発見力、課題解決力、本質をつかむ洞察力、知識応用力、

独創性、考え抜く力 など 

 
（６）利害関係者の排除 

事務局において、委員会と応募者が利害関係にあると判断した場合、選考の公正性

が保たれるように対応します。 

 
（７）秘密保持 

応募者が提出した応募書類について、応募者の利益の維持、「独立行政法人等の

保有する個人情報の保護に関する法律」その他の観点から、委員会、JST 並びにメ

ンターは、選考以外の目的に使用しません。審査の過程で知った個人情報及び審査

内容に関する秘密は厳守し、他の情報と区別し、善良な管理者の注意義務を持って

管理します。詳しくは下記ページをご参照ください。 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H15/H15HO059.html 
 

 
     また研修生には、研修修了後も有効な、守秘に関する誓約書を提出頂きます。また、研

修生へ助言を行うメンターについても、秘密保持については担保しております。 
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（８）公表 

  応募者の氏名など個人情報は一切公表しません。 
 
（９）応募に際しての注意事項 

公募・選考期間中（公募開始から採択結果通知まで）に、委員会及び JST 事務局に対

して、選考に影響を与える行為を禁止します。当該行為があった場合には、当該行為者

の氏名及びその旨を公表するとともに、態様によっては不採択とする場合があります。  
第三者を介して行う場合も、これと同様とします。 

 
III．応募方法について 

（１）応募方法 

応募に当たっては、次の（２）に示す提出書類一式（Word）をダウンロードしてお

使いください。記入した書類は、PDF形式の電子ファイルに変換し、zipファイルに圧

縮した上で以下の宛先までメールで送ってください。 
 
① 締め切り：平成３０年６月５日（火）正午  

② 送信先： innov-jinzai[at]jst.go.jp  （注）[at]を＠に置き換えてください。 
③ 宛先：国立研究開発法人科学技術振興機構 イノベーション人材育成室公募担当 
④ メールの件名：件名の最初に必ず【第４期公募】を入れてください。 
⑤ メールアドレス：書類送付には携帯電話のメールアドレスは使用しないでください。 

 
提出書類を受信した後、事務局から受付メールを送信します。書類提出後２営業日

以上が経っても受付メールが届かない場合、巻末に記載の事務局にお問い合わせくだ

さい。郵送による書類の提出は受け付けませんのでご留意ください。 
 

（２）提出書類 

応募者は以下の①～④の書類を作成し、締め切りまでにメールで提出してください

（⑤は任意書類ですので、所属機関と相談してください）。 
 
※紙書類での提出は不可とします。 
※提出ファイルの形式はPDFのみとしますが、後日Word等形式のファイルの提出

を依頼する場合があります。 
※提出書類の白黒・カラーは問いませんが、審査が適切に実施できるように配慮 

してください。 
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 ［提出書類一式］ 

① 応募者の基本情報【様式１】  

② 小論文【様式２】 

③ 個人情報の取扱いに関する同意書【様式３】 

④ 所属機関の同意書【様式４】 

※応募時点で組織に所属していない方は、旧所属先などに依頼して推薦状を 

提出してください。推薦状の様式は自由ですが、推薦者の氏名、所属機関、

役職名、連絡先を明記してください。 

⑤ 所属機関における上長等の連絡先【様式５】（任意） 

※JSTは、所属機関としての研修生のキャリアプラン等に関するご要望、個々

の研修生の経験や能力等を踏まえたきめ細かな研修実施に努めます。研修

実施にあたり、必要に応じて所属機関の上長様等と直接意見交換を行わせ

ていただくことを予定しており、その際の連絡先をご記入ください（本様

式のご提出は任意です）。 

 

（３）注意事項 

① 書類の提出後、書類の不備等による書類の修正、差替えは一切受け付けませ

ん。 

② 選考過程において、事務局から応募内容等について問い合わせを行うこと

や、追加資料の提出を求める場合があります。 

③ 提出書類に不備がある場合、提出書類に法令違反・公序良俗違反の内容を含            

む場合、この公募要領に規定する形式に反する場合は、応募書類として受理            

しないことがあります。  

    ④ このプログラムは JST 事業の一部として行われるもので事業評価の対象とな  

ります。採択された研修生及びその所属機関には、研修中及び研修終了後に事

業評価等に必要な情報の提供等をお願いする場合がありますので、あらかじ

めご了解ください。 

 

   （以下余白） 
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プログラム・マネージャー（PM） 
の育成・活躍推進プログラム 

   平成３０年度（第４期） 

 

応募者提出書類様式(記載要領) 
 

 

 

【注意事項】 

 

○提出日時点における情報を記入してください。 

○各表の縦幅は必要に応じて変更を認めますが、横幅は変更を認めません。 

○様式１、様式２はそれぞれ合計３ページ以内としてください。各項目の記載量は任意で

す。太字・下線及び図画の使用については、それぞれ「※文字装飾可」、「※図画可」の

記載がある項のみ認めます。 

○文字フォントはＭＳゴシックとし、文字サイズは１０．５ポイントとします。 

○提出後の書類の修正は一切認めません。また提出された書類は返却しません。 

○応募者より提出いただいた個人情報は、本プログラム募集の目的の達成以外には使用

されません。JST の個人情報保護規則は下記ページから閲覧可能です。 

http://www.jst.go.jp/pr/intro/johokokai.html 
 

 

 

 

 

 

 



 

- 15 - 
  

１．応募者の基本情報 

 この様式は、応募者のこれまでの経験等を元に、PM になるための適性を総合的に見るた

めに記載いただくものです。 

 

記載内容 

（１）応募者の基本情報 

  所定の欄に記入をお願いします。 

  第 1 ステージのみの参加を希望する場合は、必ずチェックを入れてください。 

 

（２）略歴 

  ①学歴（大学卒業以降） 

  ②職歴（主な職歴と職務内容） 

  ③主な経験・実績（応募者がこれまでに従事したプログラム、プロジェクト、マネジメ

ントに関する主なもの 5つ以内。） 

 

（３）応募者のこれまでの経験等 

  ①応募者の経験 

   上記（２）③の中から、下記について該当する項目を選択して（複数選択も可能）具

体的に記載してください。 

・自身が困難を乗り越えた体験。また、その困難をどのように乗り越えたのか。 

・自身の成功体験。また、自身がどのようにして成功に導いたのか。 

・自身の失敗体験。また、自身としての失敗要因について。 

 

  ②自己分析と学びの動機 

   上記①の経験から、自身が何を学んだのかを具体的に分析してください。また、自身

の現状分析からこの研修で何を学びたいのかを記載してください。 

 

③研修終了後のキャリアイメージについて 

   本研修終了後の、自身のキャリアイメージと目指す PM 像について記載してください。 
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※様式１は合計３ページ以内 

  

１．応募者の基本情報 

（１）応募者の基本情報 

氏名（フリガナ）  

国籍/性別   ／ 生年月日（西暦）           （ 歳） 

所属機関  

部署  

役職  

連絡先(所属機関) 

住所：（〒   ） 

 

電話番号：           

メールアドレス： 

 

連絡先(自宅) 

 

住所：（〒   ） 

 

電話番号：           

メールアドレス： 

選考結果の送付先 
☐連絡先(自宅) 

☐連絡先(所属機関) 

第１ステージのみ参加の場合、右記にチェックを入れてください。 ☐  

（２）略歴 

   

①学歴（大学卒業以降） 

（記入例） 

平成◯◯年  ◯◯大学◯◯学部卒業 

平成◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科修士課程○○専攻修了 

平成◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程○○専攻修了 

平成◯◯年 博士（◯◯学）（◯◯大学） 取得 

 

②職歴（主な職歴と職務内容） 

（記入例） 

平成◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯開発部（◯◯◯◯◯について開発） 

平成◯◯年～◯◯年 ◯◯大学特任准教授（◯◯◯◯◯◯に関する研究に従事） 

平成◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯事業部（◯◯◯◯◯事業担当） 

  

③主な経験、実績（応募者がこれまでに従事したプログラム、プロジェクト、マネジメン

トに関する主なもの 5つ以内。） 

（記入例） 

平成◯◯年～◯◯年 ○◯◯プロジェクト 

 

 

 

 

 

様式１ 
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（３）応募者のこれまでの経験等 

① 応募者の経験について ※文字装飾可 

 

② 自己分析と学びの動機について ※文字装飾可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 研修終了後のキャリアイメージについて ※文字装飾可 
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２．小論文 

この小論文は PM としての適性を見るために作成していただくものです。したがって、記

載される内容は、必ずしもご自身が直接実施しているものである必要はありません。 

また産学連携あるいは大学等公的研究機関の研究成果の実用化をはじめとしたイノベーシ

ョン創出という視点を踏まえて作成してください。 

第５期科学技術基本計画（平成２８年度～３２年度）では、①未来の産業創造と社会変革 

②経済・社会的な課題への対応 ③基盤的な力の強化 ④人材、知、資金の好循環システム

の構築、を柱とした諸施策が示されていますが、これを念頭に置いて、以下の「テーマ１」､

「テーマ２」のいずれかを選択し、以下の注意事項も確認の上、チャート図やイラスト等も

含め３ページ以内にまとめてください。  

 

（注－１）参考文献があれば末尾にまとめて記載してください。ただし、参考文献のページ

は上記３ページ以内の規定の対象外とします。そのほか、書類様式に関する注意

事項を参照してください。 

 

（注－２）冒頭に５００字以内で「概要」を書いてください。 

 

（注－３）上記「概要」以降は次の３点を意識して、例えば技術論だけに記述が集中したり

しないよう、「バランスの良い構成」に留意をして記述してください。 

     （１）選択したテーマの社会的課題や必要性、想定される市場からの需要など。 

     （２）選択したテーマが社会に与えると思われるインパクトや効果、期待される

パラダイム転換など。 

     （３）選択したテーマを実施する際に想定される留意点・問題点（既に実施した

場合は発生した問題点）など。また可能な範囲で、その問題点の解決方法・

対処方法など。 

 

（注－４）記載する内容について、所属機関の了解が必要な場合には、必ず了解を取得して 

から提出してください。 
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テーマ１ 

第５期科学技術基本計画第３章「経済・社会的課題への対応」で推進しようとしてい

る１３の重要施策、あるいは「超スマート社会の実現」（これを１４とします）を踏ま

えて、応募者自らの視点で研究開発等のプログラム案を記載してください。 

 その際、以下の（１）～（１４）のどれを踏まえて記述したのか、その番号を記載し

てください。複数に跨ってもかまいません。 

 

＜第５期科学技術基本計画第３章「経済・社会的課題への対応」の重要施策＞ 

（１）エネルギーの安定的確保とエネルギー利用の効率化 

（２）資源の安定的な確保と循環的な利用 

（３）食糧の安定的な確保 

（４）世界最先端の医療技術の実現による健康長寿社会の形成 

（５）持続可能な都市、及び地域の為の社会基盤の実現 

（６）効率的・効果的なインフラの長寿命化への対策 

（７）ものづくり・コトづくりの競争力向上 

（８）自然災害への対応 

（９）食品安全、生活環境、労働衛生等の確保 

（１０）サイバーセキュリティの確保 

（１１）国家安全保障上の諸課題への対応 

（１２）地球規模の気候変動への対応 

（１３）生物多様性への対応 

（１４）同計画に記載の「超スマート社会の実現」 

 

※第５期科学技術基本計画の URL は次の通りですので参照してください。 

http://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/5honbun.pdf 

 

テーマ２ 

応募者がこれまで直接あるいは間接的に関わった研究開発等のプログラム、プロジ

ェクトの中から、今後実現するにふさわしい社会的価値やインパクトがあると判断す

るものを選択し、概略と当時の問題点や解決策などを簡潔に記載してください。応募者

がそのリーダーになったと仮定し、現状それをどうマネージすれば実現可能か記載し

てください。 
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※様式２は合計３ページ以内(参考文献一覧のページを除く) 

選択テーマ（何れかに○） 小論文のタイトル 

テーマ１  テーマ２  

 

テーマ１を選択し

た応募者は、（１）～

（１４）の施策から

関連するものを記

載してください。 

関連する施策 

例）（３）食糧の安定的な確保(作成の際は例示は削除して下さい) 

 

 

 

【概要】（500 字以内。文字装飾可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本文】（文字装飾可。図画可） 
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３．個人情報の取扱いに関する同意書 

 

 

 

国立研究開発法人科学技術振興機構 殿 

 

個人情報の取扱いに関する同意書 

 

 

平成３０年４月２４日付で国立研究開発法人科学技術振興機構(以下「JST」という)

が公募したプログラム・マネージャーの育成・活躍推進プログラム(以下「プログラ

ム」という)に応募するにあたり、私が JST宛に提出した個人情報（以下「個人情報」

という）が、プログラム募集の目的の達成に必要とされる範囲内で、JST 内で利用さ

れ、かつ共有されること、及びそれに基づく手続きの一環で私宛に JSTから個人情報

に関する照会があり得ることに同意します。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

                平成３０年   月   日 

 

住所 

 

 

氏名                  印 

  

 

 
 
 

様式３ 
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４．所属機関の同意書 

 
 

国立研究開発法人科学技術振興機構 殿 

 

所属機関の同意書 

 

当機関は、平成３０年４月２４日付で国立研究開発法人科学技術振興機構が公募し

たプログラム・マネージャーの育成・活躍推進プログラム(以下「プログラム」とい

う)の内容を理解しており、当機関に属する以下の者（以下「応募者」という）の応募

書類の記載内容を確認し、このプログラムに応募することを承知しています。 

また、選考に合格した際は、応募者がプログラムの研修に参加することに同意しま

す。 

以上 

 

 

 

平成３０年  月  日 

 

       

応募者氏名                

             

             責任者 

所属機関： 

部署  ： 

役職  ： 

氏名  ：             印 

  

様式４ 
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５．所属機関における上長等の連絡先（任意） 

 
 

所属機関 

     

部署 

 

役職 

 

氏名 

 

住所：（〒   ） 

 

電話番号：           

 

メールアドレス： 

様式５ 様式５ 



 

 
 

   
【事務局及び問い合わせ先】 

〒102-8666 

東京都千代田区四番町5-3 サイエンスプラザ 

国立研究開発法人科学技術振興機構イノベーション人材育成室公募担当 

Email：innov-jinzai[at]jst.go.jp  （注） [at]は＠に置き換えてください。 

Tel：03-5214-8446 

 

受付時間：10:00～12:00／13:00～17:00 （土日祝祭日を除く）  

 

ホームページ： http://pm-jinzai.jst.go.jp/index.html 

 

※緊急の場合を除き、お問い合わせは極力電子メールでお願いします。 

※個別の提案に係る選定経過等に関しては、一切回答できません。 

※本公募に関するQ&Aを、上記ホームページに掲載しますのでご覧ください。 

 

＜PM育成プログラムのロゴマーク＞ 

「プログラム・マネージャーの育成・活躍推進プログラム」の愛称を「ＡＰＰＲＯＡＣＨ」

として、ロゴマークを設定しています。ＡＰＰＲＯＡＣＨは以下を意味しています。 

 

Advanced Program for PROgram mAnager Candidate Hub 

 


